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感染症流行のしくみとその予測への
超入門 ー COVID-19を中心に
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 ひろ  せ 　  ひで  お

日時

場所

お問い合わせ
（主催）久留米大学バイオ統計センター

TEL：0942-31-7835 (内線3482) 古川

講演内容：
　感染症COVID-19は、近年経験したことのない規模で世界中を高いリスクの渦に巻き込み、これまでの
生活様式を根本的に見直さなければならない程の大きな社会的な影響を、一瞬にして与えました。ウイルス
は不顕性感染の性格を持つため感染経路を見つけることが困難で、封じ込めは簡単ではありません。しか
しながら、ウイルスの性格をつかみ、感染症流行のしくみを理解することで、感染拡大の予測を行うことはあ
る程度可能なのです。それには、感染症流行現象の本質的なしくみ（数理）を理解することが重要になって
きます。
　感染症流行の数理には、1）疫学分野で長い間研究されてきたSIRモデルによって流行の時間的変化を
とらえる方法、2）観測されたデータから統計的なモデルを同定する方法、3）シナリオシミュレーションによって
対策への手助けとする方法などがあります。本セミナーでは、SARSや新型インフルエンザなどの過去の感
染症流行のケースも交えながら、これら３つの方法のしくみをわかりやすく説明します。


